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が気になる人は全体の 5 分の 1 程度であることがわかった。またよく行くコンビニは
ローソンである一方、好きなコンビニとしてはセブンイレブンと、ローソンが人気を二
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Ⅱ .目的  
本研究は短大生のコンビニ利用について以下のことを明らかにするために行う。  
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生活目標 )がコンビニ利用とどのように関係しているのかについて明らかにする。  
 
Ⅲ .方法  
(1)調査時期  2017 年 11 月。  
(2)調査協力者  食物栄養学科学生 150 名、福祉学科学生 32 名、合計 182 名 (女性：164
名、男性： 18 名 )。平均年齢は 19.3 歳である。 (表 1 参照 ) 
 
(3)調査方法  調査対象者に質問紙を配布し、その場で回答を求め回収した。  
(4)質問項目の構成  
①コンビニ利用の実態について知るための項目：以下のように質問した。 (表２参照 ) 
コンビニの新作商品がどの程度気になるか：「あなたに当てはまる数字１つに丸をつけ
てください」という教示の後、「コンビニの新作商品が気になる」という質問をし、「大
変よくあてはまる (５点 )」「少し当てはまる (４点 )」「そちらでもない (３点 )」「あまり当
てはまらない (２点 )」「全く当てはまらない (１点 )」のいずれかに丸をつけるよう求めた。 
コンビニ利用の頻度：「平均するとコンビニをどのくらい利用しますか。」という質
問の後「A.週５～７日 (５点 )」「B.週３～４日 (４点 )」「C.週１～２日 (３点 )」「D.月１
～３日 (２点 )」「E.利用しない (１点 )」のいずれかに丸をつけるよう求めた。  
よく行くコンビニ店：「どのコンビニに１番よく行きますか。」という教示の後「A.
ローソン」「B.セブンイレブン」「C.ファミリーマート」「D.サークル K サンクス」




ラ (短大のコンビニを含む )」「F.デイリーヤマザキ」「Ｇ .その他」のいずれかに丸を
つけるよう求めた。  
1年生 2年生 合計
男性 15 3 18
女性 98 66 164
合計 113 69 182
　学年
表１　被験者の詳細
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一回の買い物に使う金額の平均：「あなたはコンビニ 1 回の利用につき、平均いくら
使いますか。」という質問の後「A.0～500 円未満 (１点 )」「B.500～700 円未満 (２点 )」




含む )」「C.インスタント・レトルト食品」「D.お菓子・スイーツ (アイスを含む ) 」「E.
本・雑誌」「F.日用品」「G.タバコ」「H.お酒」「 I.その他 (ATM、コンビニ支払い、コ
ピー )」のそれぞれにつき「週５～７回 (５点 )」「週３～４回 (４点 )」「週１～２回 (３












樋口 (2019)を参考にして、以下 5 つのカテゴリーごとに４つずつ項目を作成した。  
快楽目標  ４項目 (Ａ ) 
「好きなものを好きなだけ食べたい」といった食事から快楽を得ることについて問う項
目である。  
安全目標  ４項目 (Ｂ ) 
「安全なものを食べたい」といった食品の安全面に関する目標について問う項目であ
る。  
美容目標  ４項目 (Ｃ ) 
「スリムな体型でいたい」といった美容面に関する目標について問う項目である。  
簡便化目標  ４項目 (Ｄ ) 
「食事の準備に時間をかけたくない」といった食事を手軽に済ませることに関する目標
について問う項目である。  
食の知識を深める目標  ４項目 (Ｅ ) 
 「食の知識を深めたい」といった食に関する知識を深めることに関する目標について
問う項目である。  
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 「あなたに当てはまる数字１つに丸をつけてください」という教示の後、質問ごとに
「大変よくあてはまる (５点 )」「少し当てはまる (４点 )」「そちらでもない (３点 )」「あま
















Ⅳ .結果および考察  













0～500円未満(63.7％) 500～700円未満(25.8％) 700～1000円未満(7.7％) 1000～1500円(2.2％) 1500円以上(0.5％)
どのコンビニが１番好きですか。
ローソン(41.8％) セブンイレブン(42.3％) ファミリーマート(12.6％) サークルKサンクス(0.5％) ポプラ<短大のコンビニを含む>(0％)
デイリーヤマザキ(0.5％) その他(2.2％)
平均するとコンビニをどのくらい利用しますか。
週5～7(13.2％) 週3～4(22.5％) 週1～2(37.9％) 月1～3(24.2％) 利用しない(2.2％)
どのコンビニに１番よく行きますか。
ローソン(45.1％) セブンイレブン(22.5％) ファミリーマート(7.7％) サークルKサンクス(0.5％)
表2　コンビニ利用の実態
コンビニの新作商品が気になる。
大変よく当てはまる(8.2％) 少し当てはまる(12.6％) どちらでもない(20.3%) あまり当てはまらない(28.6％) 当てはまらない(28.6%)
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ポプラは、調査を行った短大の構内にもある。どのコンビニが一番好きですかという質








 コンビニ 1 回の利用につきいくら使うかに関しては、 0～ 500 円未満と答えた被験者
が 63.7％と一番多く、次が 500～ 700 円未満で、 25.8％であった。合計すると約 94％























コンビニ (主に田舎 )によっては、売られていないものがある。  
どのコンビニも同じような商品ばかりで個性がない。  
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因子負荷量が .6 以上で他の因子に対する負荷量が .5 以下であることを基準とした。な
お、項目内容の後ろのカッコ内のアルファベットはその項目の当初の設定が何であった
かを示している。 (A)は快楽目標、 (B)は安全目標、 (C)は美容目標、 (D)は簡便化目標、 
(Ｅ )は食の知識を深める目標の測定項目として当初それぞれ設けられたことを示す。以
下、因子の解釈を行う。  






第Ⅱ因子  「 4. ダイエットしたい」「 9. スリムな体型でいたい」等が高い負荷を示し
ている。この因子には美容目標測定項目 (Ｃ )として設定した項目が高い付加を示してい
る。そこで「美容目標」の因子とする。  
第Ⅲ因子  「 1.  おいしいものを食べてストレスを解消したい」「 17.  好きなものを好き
なだけ食べたい」等が高い負荷を示している。これらの項目は全て当初快楽目標 (Ａ )と
して設定していたものであり、「快楽目標」の因子とする。  
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第Ⅳ因子  「 10.  食事は簡単なものですませたい」「 20.  食費を抑えて趣味にお金を使
いたい」等が高い負荷を示している。これらの項目は全て簡便化目標 (Ｄ )として設定し
ていたものであり、「簡便化目標」の因子とする。  
 分析の結果、今回食の知識を深める目標は、因子として出現しなかった。  
 








Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
18 調理器具を清潔に保ちたい（Ｂ） 703 082 262 -124
16 料理やお菓子の名前に詳しくなりたい（Ｅ） 696 124 056 123
2 食の知識を深めたい（Ｅ） 664 305 268 -075
3 安心して食べられるものを食べたい（Ｂ） 603 272 240 -063
13 産地をよく確かめたい（Ｂ） 569 147 -049 192
8 食材の危険性には注意したい（Ｂ） 516 264 368 116
15 食費は安く抑えたい（Ｄ） 453 277 -062 397
4 ダイエットしたい（Ｃ） 110 751 332 120
9 スリムな体型でいたい（Ｃ） 313 724 271 011
19 美しい体型でいたい（Ｃ） 413 657 270 -028
14 太るものを食べたくない（Ｃ） 058 601 -065 238
11 おいしいお店の情報を知りたい（Ｅ） 360 567 293 184
1 おいしいものを食べてストレスを解消したい（Ａ） -030 285 721 -010
17 好きなものを好きなだけ食べたい（Ａ） 090 -005 695 159
12 食べることで満足を得たい（Ａ） 243 427 616 -034
6 今までに食べたことのないものを食べたい（Ｅ） 387 310 440 078
10 食事は簡単なものですませたい（Ｄ） -064 -081 086 806
20 食費を抑えて趣味にお金を使いたい（Ｄ） 293 300 -222 630
5 食事の準備に時間をかけたくない（Ｄ） -169 252 219 624
7 健康を気にせずに食べたい（Ａ） 108 -256 470 498
因子負荷量
表3　食生活目標因子分析結果　
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第Ⅰ因子  「 2.  お弁当」、「 1.  飲み物」等が高い負荷を示している。一見してわかるよ
うに、この因子には食品が高い付加を示しているため「食品」の因子とする。  











2 お弁当(おにぎり、パン、サラダを含む) 796 069
1 飲み物 794 099
4 お菓子・スイーツ(アイスを含む) 694 097
3 インスタント・レトルト食品 636 237
6 日用品 452 407
8 お酒 033 892
7 タバコ 003 863
5 本・雑誌 260 623













　専門知識目標 -016 -044 021 -064 093
　美容目標  091  060 086  072   220**
　快楽目標  135  178* 111 -022   356**
　簡便化目標  134 097 127 -024  146*
一ヶ月に使うお金  043 127 125  107  154*
バイトの収入  035 106 116  088 064
使用可能なお金  096  146* 127  107 092
外食を共にする友人  022 071 129  144   -003
注：*p≦.05、**p≦.01　小数点省略
表5　コンビニ利用とその他の変数の相関分析結果
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